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こ
の
度
は
能
「清
経
」
「海
士
」
を
上
演
い
た
し
ま
す
。

『清
経
』
は
二
十
代
で
初
演
い
た
し
、
今
ま
で
何
度
も
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

世
阿
弥
は
「風
姿
花
伝
。物
学
条
々
」
の
「修
羅
」
の
と
こ
ろ
で
「源
平
な
ど
の
名
の
あ
る

人
の
事
を
、
花
鳥
風
月
に
作
り
寄
せ
」
と
書
き
、
ま
た
「鬼
の
は
た
ら
き
、
ま
た
舞
の
手
に

な
る
所
を
用
心
す
べ
し
」
と
し
て
い
ま
す
。
物
語
の
中
心
に
据
え
ら
れ
る
ク
セ
は
栄
華
を

極
め
た
平
家
の
没
落
を
長
編
の
叙
事
詩
で
地
謡
が
語
る
部
分
。
平
家
の
公
達
清
経
が

語
る
平
家
の
物
語
で
、
喪
失
感
か
ら
絶
望
へ
至
る
心
情
が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

世
阿
弥
の
戒
め
の
ご
と
く
、表
面
的
な
強
い
型
、舞
踊
の
所
作
に
な
ら
ぬ
よ
う
、し
か
し
、

絵
巻
物
か
ら
情
景
が
立
ち
上
が
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

『海
士
』
は
様
々
な
小
書
き
演
出
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
後
場
の
変
化
が
大
き
い
の
で
す
が
、

や
は
り
眼
目
の
、
海
中
に
飛
び
入
り
、
玉
を
取
り
返
し
、
瀕
死
の
状
態
で
引
き
揚
げ

ら
れ
る
場
面
の
「玉
之
段
」
を
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
も
っ
て
演
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。
水
の

冷
た
さ
、
重
さ
、
深
さ
、
暗
さ
。
水
底
か
ら
水
面
を
通
し
て
見
る
我
が
子
と
藤
原
公
の

面
影
。
血
に
染
ま
る
水
の
滲
み
や
澱
み
。
そ
の
凄
ま
じ
い
ま
で
の
母
性
が
一
曲
を
通
し
て

見
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
野
村
万
作
師
の
至
芸
に
て
狂
言
『
舟
渡
聟
』
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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一九
六
六
年
京
都
に
て
能
楽
師
・味
方
健
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
幼
少
よ
り
父
に
手
ほ
ど
き

を
受
け
、
一九
八
六
年
、
片
山
幽
雪
（人
間
国
宝
）
に
内
弟
子
入
門
。
幽
雪
（九
世
九
郎
右
衛
門
）、
十
世

九
郎
右
衛
門
に
師
事
。
一九
九
一年
独
立
。
二
〇
〇
一年
「京
都
市
芸
術
新
人
賞
」
受
賞
。
二
〇
〇
二
年

Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
テ
レ
ビ
に
て
能
楽
入
門
番
組
「能
三
味
」
（全
二
十
八
回
）を
監
修
、
出
演
す
る
。
二
〇
〇

三
年
新
作
能
「待
月
」
の
脚
本
を
手
が
け
シ
テ
を
演
じ
る
。
二
〇
〇
四
年
「京
都
府
文
化
賞
奨
励
賞
」

受
賞
。
二
〇
二
二
年
「第
四
十
四
回
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
」
受
賞
。
二
〇
二
三
年

「第
四
十
二
回

京
都
府
文
化
賞
功
労
賞
」
受
賞
。
二
〇
〇
六
年
淡
交
社
よ
り
「能
へ
の
い
ざ
な
い
」

を
出
版
。
二
〇
二
年
、
重
要
無
形
文
化
財
（総
合
）認
定
。
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入場料  (全席指定席 )

正面席 10′ 000円

中正面・脇正面席 8′ 000円

チケット発売 日 5月 8日 (水 )

「能のみかたくらぶ」先行予約あり

日立能楽堂T昆片品F―撃巽il磐与ず詠4-18-|

■JR中央 総武線 千駄ヶ谷駅 下車 約5分
■地下鉄大江戸線 国立競技場駅 下車 約5分

■地下鉄副都心線 北参道駅 下車 約7分

お申込

テアトル・ノウ事務局 TEL&FAX 075-213… 1774

ホ ームペ ー ジか らもお申込みいただけます

https//theatrenc)hocorn/

日
■
一

■

〓
■
■

■

一
一
■
■
■

※駐車場はこざいませんので、

お車での こ来場はこ遠慮

ください。

東京体青館

東京メ トロ劇都心線

チラシ使用写真  「清経
=2型

」味方 玄 撮影/工房円 「海士 ■=z員 」味方 玄 撮影/金の星渡辺写真場
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